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 ソフトウェアやデータは頻繁に変更されるため、変更を連携先のシステムに正しく伝搬さ
せることは重要です。本研究室では、このような整合性を保つしくみである双方向変換[1]を
中心に、プログラムが常に正しく効率的に動けることを言語の設計段階で保証したいと考え
ています。ソフトウェアの構築にもそのような考え方を採り入れることにより、堅牢で振る
舞いの明快な基盤ソフトウェアシステムを構築することを目指しています。 

 研究テーマ 

 展示内容 
 双方向変換プログラム開発環境の改良により、各変換工程間の追跡可能性の向上と
従来困難だった逆変換の成否の予測や拒絶の理由の具体的な説明を実行軌跡の解析
で可能にしました[2]。 
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XX行で生成された定数”String”
はターゲットモデルから更新す
ることはできません。変換の修
正を検討してください。 

修正 

ターゲットの属性name(1)とname(2)の
更新がソースモデルの属性”number”
への伝搬で競合しています。 

XX行の条件式の変数$lを
通して分岐が変わります。 
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http://www.prg.nii.ac.jp/projects/gtcontrib/cmpbx/ 
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